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United Nations Development Programme）のウズベキスタン事務所が 2008 年に公表した
National Human Development Report のひとつである Education in Uzbekistan: Matching 




らかにされている。また、アジア開発銀行（ADB: Asian Development Bank）が2004年に
公表したEducation Reforms in Countries in Transition: Policy and Processesでは、市場経済へ
の移行途上にある中央アジア6カ国（アゼルバイジャン、カザフスタン、キルギス共和
国、モンゴル、タジキスタン、ウズベキスタン）の教育改革について分析がなされてい











                                                                                                                                               
この点については、本論文の第2章「独立後の社会」において詳述するので参照されたい。 












































































                                                 
3 教育調査の3つの形態のうち実証主義的（経験主義的—分析的）調査を採用した。そして、方法論と
しては、ケーススタディーを採用した。 





























































して検討している [小松 2004:82-89]。 
① 第 1 段階 1917 年から自治政府の樹立や各地の抵抗運動が拡がるが、制圧さ
れる。 
② 第2段階 1923年からソ連は弾圧から取り込みへの政策転換を始める。 
③ 第 3 段階 1924 年末の民族別共和国の発足。民族意識を強調してムスリム・
アイデンティティの消滅を狙うとともに、社会主義経済への取り込みを図る。 
④ 第 4 段階 1980 年代後半ペレストロイカが始まり宗教の自由が拡大され、イ






















                                                 
4 「ジャディード」はアラビア語で「新しい」という意味である。 





































                                                 
5 ダダバエフ（2010）のpp.163-188を参照。 

















 2. ソ連時代の教育 
 
 19世紀末まで、ウズベキスタン（当時のトルキスタン）では一般にマクタブやマドラ



















































教育年限が 1 年延長された(10 年制から 11 年制へ、7 歳から 18 歳までの 11 年制をとっ
ていた一部の共和国では 12 年制へ移行)。これにより後期中等教育は、中等普通教育学
校第 10・11 学年、中等職業技術学校、中等専門学校 (3～4 年制の専門家養成機関)の 3
つのコースにおいて中等普通教育を履修し、職業資格を取得することが義務づけられた。 










































































































                                                 
7 イスラームの復興による社会変容についての以下の記述は、小松［2014］やダダバエフ［2009］を
参照した。 

















































































トルクメニスタン ウズベキスタン カザフスタン タジキスタン キルギス 





































                                                 
9 ルーブルからスム・クーポンへの切り替えについては、ウズベキスタン共和国中央銀行（O'zbekiston 
Respublikasi Markaziy banki）の1994年4月11日付のホームページを参照。 












（出所）World Bank, World Development Indicatorsより筆者作成。 
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（出所） World Bank, Poverty and Inequality Databaseより筆者作成。  
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Westminster International University Tashkent イギリス 
Turin Polytechnic University in Tashkent ロシア 
Management Development Institute of Singapore in Tashkent シンガポール 
Branch of Moscow State University in Tashkent  ロシア 
Branch of Russian Economic University in Tashkent ロシア 



















                                                 
10 ボローニャ・プロセスとは、欧州高等教育圏を構築するための過程であり、欧州全域の高等教育の
改革を目指したものである。 






















































































1.1 就学前教育（Maktabgacha ta lʼim） 
 ウズベキスタンの就学前教育は、独立当初の教育制度では「就学前育児（Maktabgacha 
tarbiya）」と名づけられていたが、1997 年に改正された教育法により「就学前教育



















































後期中等教育 17 11 
16 10 




















3-6  就学前教育（保育園） 就学前教育 
 
 




1.2 義務教育（Majburiy taʼlim） 
「国家人材養成プログラム」の改革ポイントの一つは、日本の高校に相当する学校を 









































 1.6 高等教育（Oliy ta lʼim） 
 旧ソ連時代の高等教育機関は5年制が主流であり、卒業生には「ディプロマ」（専門





































                                                 
13 以上のデータは、World BankのデータベースWorld DataBankのHealth Nutrition and Population Statistics
より、筆者が算出した。 













































































Respublikasi Konstitutsiyasi）、1992年「教育法」（Taʼlim toʻgʻrisidagi qonun）、1997





年「改正教育法」（Taʼlim toʻgʻrisidagi qonun）、及び 1997 年「国家人材養成プログラ

























言語法」（Oʻzbek tili haqidagi qonun）があり、これにより「ウズベク語が国の言語で
ある」ということが明確に示されることになった。旧ソ連時代はウズベク人がウズベキ
スタンの人口の80％以上を占めるのにもかかわらず、中等・高等教育におけるウズベク
                                                 
14 たとえば、United Nations Development Programme（UNDP） in Uzbekistan, Education in Uzbekistan: 

































 3.2 始動期（1997-2001年） 
 







                                                 
16 ウズベキスタン共和国法的文書の国家データベース(Ўзбекистон Республикаси Қонун ҳужжатлари 
маълумотлари миллий базаси) (http://www.lex.uz/Pages/GetAct.aspx?lact_id=15622)を参照。 






普通教育中心の「アカデミック・リセ」（Akademik litsey; Academic lyceum）と職業訓


























































 3.3 発展期（2001-2005年） 
 







校、職業カレッジが 1,396 校にまでのぼり、約 170 万人の若者がこれらの教育機関で勉
強している［Birja 2012：6］。また、2001年に95.0％を示した教員の充足率は、2004−2005
                                                 
17 本稿での独立後のウズベキスタンの教育改革の段階は、このような国家人材養成プログラムで定め
られた進捗段階を踏まえて、国連開発計画がおこなっている時期区分にしたがっている。 






















 3.4 調整期（2005年〜） 
 
 最後に、2005年以降の調整期の段階についてみてみよう。この調整期では、それ以前
の教育改革の内容とその成果を分析し、「国家教育スタンダード」（Davlat Ta lʼim Standarti）
の見直しや「学校教育開発国家プログラム」の実践などがおこなわれた。 










                                                 
18 ウズベキスタン共和国国民教育省 (Oʻzbekiston Respublikasi Xalq ta lʼimi vazirligi) 
(http://uzedu.uz/uzb/info/rasm/xtvnizom/123/)を参照。 












は、2 年間の博士前期課程（Aspirantura）と 3 年間の博士後期課程（Doktorantura）に分
かれた形になっていたが、2012年からは、国際スタンダードにもとづいた高等教育制度
に改編され、2年間の修士課程のあとは、3年間の博士後期課程へと変更された。そして、

















 4. ウズベキスタンにおける就学率の推移 
 
 では、このような教育改革は、どのような成果を収めているのであろうか。序章でみ
                                                 
19 “Реализация целей ОДВ в контексте реформ в системе непрерывного образования Республики 
Узбекистан” (http://rudocs.exdat.com/docs/index-245358.html) を参照。 
20 ウズベキスタン共和国文化およびスポーツ省 (Oʻzbekiston Respublikasi Madaniyat va Sport ishlari 
vazirligi)（http://mcs.uz/ministry/press/pressculture/culturenews/461.html）を参照。 


















































（出所）World Bank, Education Statisticsより筆者作成。 
 








                                                                                                                                               
あることが分かる。なお、以上のデータは、Межгосударственный Статистический Комитет Содружества 
Независимых Государств, 10 лет Содружества Независимых Государств (1991-2000) : статистический 































（出所）World Bank, Education Statisticsより筆者作成。 
 

































































































（出所）World Bank, Education Statisticsより筆者作成。 
 



































































（出所）UNDPウズベキスタン事務所のHuman Development Report各年版より、筆者作成。 
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（出所）ウズベキスタン共和国法令文データベース（Ўзбекистон Республикаси Қонун ҳужжатлари 












































































                                                 
23 ソ連の共産主義少年団。 















































































 ウズベキスタンでは 「人の力は知識と思考力にある」（Kuch – bilim va tafakkurda）と
いうスローガンのもとに“Ma rʼifat”『教育』という新聞が週に2回（水・土）発行される。
国民教育省（Xalq ta lʼimi vazirligi）、高等中等専門教育省（Oliy va o rʻta maxsus ta lʼim vazirligi）、
ウズベキスタン教育、科学および文化指導者労働組合全国協議会（O zʻbekiston ta lʼim, fan 






「就学前教育欄」（Maktabgacha ta lʼim） 
「一般初等・中等教育欄」（Umumiy o rʻta ta lʼim） 
「中等専門職業技術教育欄」（O rʻta maxsus, kasb-hunar ta lʼimi） 
「高等教育欄」（Oliy ta lʼim） 
「教養、学校外教育欄」（Maʼnaviyat, maktabdan tashqari ta lʼim） 
「科学欄」（Fan） 
「文化およびスポーツ欄」（Madaniyat va sport） 







                                                 
24 本章における教育機関の呼称は新聞（“Ma rʼifat”）『教育』にもとづいている。 





 1. 就学前教育欄 
 
 まず最初に「就学前教育欄」（Maktabgacha ta lʼim）について紹介することにする。 



































































                                                 
25 http://marifat.uz/marifat/ruknlar/maktabgacha-talim/219.htm 





































                                                 
26 http://marifat.uz/marifat/ruknlar/umumii-urta-talim/342.htm 




































                                                 
27 http://marifat.uz/marifat/ruknlar/umumii-urta-talim/Kids-English-4.htm 
28 http://marifat.uz/marifat/ruknlar/umumii-urta-talim/323.htm 










































































 なお、2013 年 3 月 18 日に出された「ジザフ特別産業地帯の設立に関する」大統領令
により、ジザフ州では新たな合弁事業が開設され、カレッジの卒業生への求人が増大し
                                                 
30 http://marifat.uz/marifat/ruknlar/urta-mahsus/138.htm 





































                                                 
31 http://marifat.uz/marifat/ruknlar/urta-mahsus/283.htm 
32 http://marifat.uz/marifat/ruknlar/urta-mahsus/297.htm 





































                                                 
33 http://marifat.uz/marifat/ruknlar/urta-mahsus/01.htm 
34 http://marifat.uz/marifat/ruknlar/urta-mahsus/340.htm 















 たとえば、「今年の大学入学試験はどのように実施されるのか」という 2015 年 7 月 3
日版に掲載された記事では、入学試験の実施における変更事項や、受験者が注意すべき
点などについて説明され、つぎのデータがあげられている。 
 2015/2016 学年度はリセやカレッジの卒業生のうち 5 万 7,907 人が大学に進学できる。
そのうち1万9,120人の学生は無償枠で、残りの3万8,787人の学生は有償枠で勉強する。
さらに、高等教育の特別（短期間）部門では 65 人の学生が無償枠で、50 人の学生が有
償枠で勉強することができる。そして、2012 年 5 月 31 日に出された「ウズベキスタン
共和国国防軍において兵役を終えた市民を激励するシステムを改善させるための対策に












                                                 
35 http://marifat.uz/marifat/ruknlar/olii-talim/111.htm 
36 http://marifat.uz/marifat/ruknlar/olii-talim/132.htm 


















































































































































































している。1935 年に市政が施行された。人口は約 50 万人である。ナマンガン州の中で
は第5位の都市である。 









































































                                                 
38 ロシア化された人々—「ルシー」については［ダダバエフ 2008：43-44］を参照されたい。 












 地域 性別 年齢 職業 学歴 備考 
No 1 U F 16 カレッジ生徒 在学中 タシュケント経済大学へ進学志望。
母医師。 
No 2 U M 40 大学教員 大卒 ロシアで大学教員。 
No 3 U F/M 56/60 元教師/元教師 大卒/大卒 妻は小・中校元教師。 
夫はカレッジ元教師。 
No 4 U M 62 元タクシー運転手 高卒 子供3人、孫6人。 









No 7 U M 18 大学生 在学中 6人家族で、両親と子供4人。本人
は末子。母は高卒、父は中卒。 





No 9 U F 34 学校職員 高卒 離婚し、母子家庭。5人家族で、定
年後の父母、本人、7歳の男児、5
歳の女児。 





No 10 U F 54 カレッジ教師 大卒 夫婦ともに大卒。子供5人で、全員
大卒。孫12人農作物の副収入あり。 











No 13 N M 55 中学校教師 大卒 子供は女と男で2人。娘は22歳で
結婚し、子供1人。休日に植物販売。 
No 14 N F 54 中学校教師 大卒  
No 15 N F 60 マハッラ長 高卒  
No 16 N F 32 主婦 高卒 高卒後、家で洋服作り、22歳で結
婚し、以後主婦。夫ロシアに出稼ぎ
中。 
No 17 N F 49 教師 大卒 休日はアクセサリー販売の副業。娘
1人既婚、息子1人。 
No 18 N M 50 教師 大卒  




No 20 N M 78 元コルホーズ長 大卒  




No 22 T M 54 マハッラ長 大卒  





No 23 T M 18 大学生 在学中 5人家族で本人長男。弟2人、父大
卒会社マネージャー、母大卒社長補
佐。 
No 24 T M/M 55/18 農業/大学生 高卒/在学中 家族5人。父母は高卒だが、子供3
人には大卒を期待。 
No 25 T F 29 助産師 高卒 タシュケント旧市街在住。18歳で
結婚。夫高卒調理師。子供3人。男・
女各小2、保育園。 






U  →  ウチュクルガン市  11件 
N  →  ナマンガン市  9件 
T  →  タシュケント市  6件 
M  →  男性（Male）  14人 

























































































償で医療を受けることができた。（No.18, N, M, 50） 
 
 以上の2人の発言から、ソ連時代は、すべての人が政府の管理のもとに労働し、生活
                                                 
39 カペイカは旧ソ連時代における通貨の最小単位のことである。 











































































                                                 
40 ブレジネフ：旧ソ連共産党第一書記（Брежнев）、ラシドフ：旧ウズベキスタン共産党第一書記
（Рашидов）。 














































も許可さえ取れば、できるようになっている。（No.14, N, F, 54） 
 






























































いなのか、よくわからない。（No.3, U, F, 56） 
 
 今の時代は勉強している人の勝ちだ。高学歴の人はよい暮らしができるし、視



















































































































































































































































































たい。（No.16, N, F, 32） 
 
 ロシア語の学習とそのほかの外国語の習得には異なった目的がみられる。つぎの発言










































































庭教師のところに通っている。（No.24, T, M, 18） 
 
                                                 
42 http://toshkentshxtbb.uzedu.uz/uzb/info/article39.html 
































































































































































































たから、どの子にも手伝わせた。（No.10, U, F, 54） 


































































































































































































だと思う。（No.21, T, M, 18） 





























































































































































































































































































































































ここの人々はそれをあまりよくないと考える。（No.12, N, F, 28） 
 









































































































































































































































































































































  機会があれば修士課程でも勉強したかった。その夢はまだ持っている。 











































































1 年浪人しているため、親は自分の服を 1 着も買わずに、一生懸命働いて 3 人の
娘の学費を払って勉強させてくれた。（中略） 
 一番上の姉は7年間大学受験に挑んで、入学できた。その間に結婚もし、子供






























にこの歳で 1 人の子供だけでは、と批判されるので、2 人目を出産してから研究
を続けたいと思う。（中略）夫が理解してくれるから、好きなことができると思






















                                                 










































 まだ 18 歳の成人に達していない若者を結婚させるケースがいまだに多い。
16-17 歳で結婚させてしまうこともある。それを防止するため、今年から未成年
















ため姑と話をすることも多い。（No.15, N, F, 60） 
 
 なお、ウズベキスタン共和国国家統計局のデータによると、2012年の1年間における
全国の結婚数は 29 万 9,048 件であり、そのうち女性が 18 歳未満で結婚しているケース
は7,839件である。また女性が18-19歳で結婚しているケースは6万3,283件であり、17

















までして勉強しなくてもよいと言って断る。（No.17, N, F, 49） 

































































































































 2 回目は、2010-11 年に行った。今度は、大型スーパーで警備員として働いた。
稼いだお金は、妹の結婚式のために使い、残りを自分のビジネスにあてた。 
























（No.7, U, M, 18） 





































（No.15, N, F, 60） 
 







































































































































































































































る。だから、ウズベク語では「1 人の子供に 7 人の近所同士が親である」と言わ
れる。マハッラの住民はお互いに愛情や心遣い、気遣いで結ばれている。だから、
年寄りを訪問することや、病人を見舞うこと、また、結婚式や他の人生儀礼のと





































                                                 
44 ギャップの多目的な枠組みについて樋渡（2008）で詳しく紹介されている。 






 親友同士の集まり、ギャップを月に 1 回やっている。8〜10 人の 20 代から 30
代の男が集まり、みんな酒を飲まない。お互いに意見交換しながらよいことを学
んで、悪いことはしないようにする。（No.5, U, M, 26） 
 
 勉強以外の時間でサッカーなどをし、負けた人の家で、皆で晩御飯を食べる。

























































































































る。（No.6, U, F, 23） 
 
















「中国まで行ってでも教育を受けなさい」と言われている。（No.8, U, F, 37）  
 
 この女性の場合、義父母は高学歴で、信仰心が薄いという。それに対して、対象者と




































靴の上から簡単な水洗いをすることが許される。（No.13, N, M, 55） 
 
 この発言者は「私が間違っていたら、アッラーが許してくれるよう祈る」と前置きし



























 タフタコプリック（Taxtako pʻrik）,ギシュトコプリック（G iʻshtko pʻrik）とい
う旧市街［昔から人が集中して住んでいたところ］のほうでは、人々の宗教心が








                                                 
45 http://www.uzbek.jp/outline/city/fergana/（1875年にナマンガンがロシア領土になったと同時に新市街の
建設が始まり、要塞によって旧市街から分離されていた） 


































































































































































































たちの将来をもっと明るくしたい。（No.24, T, M, 55） 


































































































































































































  （１）独立以前のウズベキスタンにおける社会と教育はいかなるものだったのか。 
  （２）独立以降のウズベキスタン社会の変容はいかなるものか。 
  （３）独立以降行われた教育改革は何を目指して実施されたのか。 
  （４）現代ウズベキスタンの人々は教育についてどう考えているのか。 
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